
小倉議員の「令和８年度教育行政執行方針について」のう

ち「「教育行政の重点ポイントについて」のご質問からお答え

いたします。 

本方針は、第２期伊達市教育振興基本計画の実現を最重点

課題と位置付け、策定しております。本市の教育行政は、「誰

一人取り残さない学びの保障」を基本姿勢に掲げており、学

校教育、社会教育、歴史・文化芸術及びスポーツの四つの分

野を相互に連動させ、各分野の主要施策を着実に「推進して

参ります。 

次に「教育行政施策の今後の方向性について」であります

が、学びや社会の在り方は、デジタル技術や生成ＡＩの発展

により大きく変化しております。こうした時代にあってこそ、

思いやりや「協働の力、自ら考え行動する姿勢の育成が「一層

重要であり、教育の果たす役割は極めて大きいものと認識し

ております。このことから、四つの分野の連動を重視し、学

校、家庭、地域及び関係機関等との連携を一層強化しながら、「

本市の教育の更なる充実と発展に努めて参ります。 

次に「「春一番「伊達ハーフマラソン」の在り方について」

のうち「参加人数の推移等の現状について」でありますが、

初めてハーフマラソンの種目が設定された平成９年の第１

０回大会においては「１，２８５人のエントリーがあり、平

成２６年の「第２７回大会においては過去最多となる４，２

３２人がエントリーいたしました。その後、コロナ渦での中

止を挟み、令和７年の第３８回大会においては２，９４１人

がエントリーしております。 

次に「コースを変更した理由について」でありますが、以

前の国道３７号を横断するコースは、周辺道路も含め大規模

な交通渋滞が発生してしまうことから、伊達警察署をはじめ

とする関係機関と協議し、令和５年の第３６回大会からコー

スレイアウトを変更いたしました。 

次に「今後の展開について」でありますが、北海道内のマ



ラソンシーズンの幕開けの大会として、今後も継続を考えて

おりますが、安全な運営を行うための運営資金やスタッフの

確保など様々な課題もあることから、実行委員会において検

討を進めて参りたいと考えております。 

次に「「自主防災組織の現状と課題について」のうち「「組織

率及び活動状況について」のご質問にお答えいたします。 

組織率につきましては、令和８年２月１日現在、５９．８％

となっており、活動状況につきましては、一部の組織からは「

活動に対する協力依頼を受けておりますが、ほとんどの組織

につきましては、活動の実態を把握できていないところであ

ります。 

次に「支援体制について」でありますが、自主防災組織に

対する「助成制度により、防災資機材の購入及び活動経費の

支援を行っております。 

次に「地区防災計画の作成状況について」でありますが、

自主防災組織の設立に当たっては地区防災計画の策定を要

することから、各組織に対し、参考例をお示しした上で作成

について協力を依頼しております。 

次に「今後の在り方及び機能強化について」でありますが、

今後は、自主防災組織の設立に至っていない地区に対し、必

要性を改めて周知し、設立に向けた働きかけを行うとともに、

国や北海道が実施する「リーダー育成研修」への参加を促す

ことで、地域において自主的に考え、行動できる体制の強化

を進めて参ります。 


